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　ELISA 法 に よ η鼻ア レ ル ギ
ー

患者 の 血清 お よ び鼻汁中，健常者血 清中 ダニ （Dermat σphagoides　 far・

〆冂∂e）特異 IgG，　 IgA ，　 Ig｝1 抗体価 を測 定し た，

　血清中ダ ニ 特異 IgG ，　 IgA 抗体価 は 鼻 ア レ ル ギ ー
患者 で 健常者 よ り有意 に 高値 を 示 した，ま た鼻 ア レ

ル ギ ー
患者 血 清 中 IgG

，
　 lgA 抗体価問に 有意な 相関 が 認 め られた．量的に み る と血清で は igG 抗体，鼻

汁中で は IgA 抗体 が 主 た る 抗体 で あ っ た．

　鼻ア レ ル ギ
ー

患者の ダニ 特異 IgG ，　IgM 抗体価 は血 清 お よび鼻 汁問 に有意な相 関が み られ た が
，

こ れ

は 誘発試験 に よる 血清抗体の漏出に よ る た め と考え られ た．IgA 抗体価は 血清 お よ び鼻汁間 に 相関 が み

られ な か っ た．こ れ は 鼻汁中に す で に 局所 で 産生 され た IgA 抗体が多量 に 存在す る た め と 推測 さ れ た．

　抗原侵入 に 際 し て 局所鼻粘膜 に お け る 主抗体 で あ る lgA 抗 体 の 果 た す 役 割 は 少 な くな い と考え ら れ

た．
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　室内塵 illlD ）／ 1　ti’　fiア レ ル ギ ー，気管支鴨息 の 主抗原

で あ り．食笏残漉，勃 物の 毛塩 な ．どの 種 々 雑多 な もの

の 混 合物 で あ る．そ の 主要 ア レ ル デ ン 物質と して 多種

の ダ ニ ：［nlite）が 同定 さ れ て い る が，そ の うち Dcr ’nmto 一

ρ勿 go毎粥 漁 廟 砌 （DFII・と Z）達1
プ靴 r’ρ♪  加 4照 μ 6γ o ηys・

∫謡 4s が重要 で あ り，両 者閤 に も共通抗 原性 が 藷 め ら

れ て い る
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＋

　石 坂 ら の IgE 抗体発見以果，鼻 ア レ ル’ギ ー，気管支

喘息， ア ト ピ・．一
性皮膚 炎な どの ア ト ピ

．一
性疾患に お い

て IgE抗体が発症 に 重要 な役割を果 た し て い る こ と

が確立 さ れ て い る．現在 で は lgE抗体 の 測 足 は rad 三〇 ．
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£ LISA　enzyme ．］inked 　Ilnnlunosorbent　assay ；

IgGS ・TS 　 IgG　sh。rt・term 　sensitizing 　anaphylactic

antibod ｝
・
二　LNM 　laser　I／ephelometer ；　0・PDA

ortho ・phenylene 　diamine；　 RAST 　　radioallergo −

sorbent 　 1est；　SPRIA 　solid 　 phase　 radioinlmuno −

assay

allergosorbem 　test（RAST ）と して 広 く澆床 に 普及 し

て い る．他の 免疫グ P ブ リ ソ の 中 で は．】gG 抗体が滅感

作療法 に よ り lgG　b｝ocking 　antibody （lgG4） が 上昇

し 2；3），聽床亜状 の 改善 と椙関する と い うもの で あ る
4艦．

し か し聾床効果 との 間 に 相 関 しな い
5
毫 い う報告 もあ

る．さ ら に short ・term 　sensitizing 　RnaphylaCtiC 　anti ・

bodyqgGS −TS）と して の 鑑 きも報告され て お り
6），ま

だ絞．．．一した 見解 が 得 ら散 て い ない の が 現状 で あ る，

　伊 藤 ら
7，は 臼 清 中 抗 ダ ニ IgG，　 IgA，　 IgM 抗 体 を

enzyme ・linked　irnmunosorbent 　assay （EHSA ）法 に

よ っ て 濁定 し，簡便 か つ 有用 な こ と を報告 し て い る，

さ ら に 木 谷 ら鞠 よ 気管 支
［喘息思者 の 血 清 お よ び 痰中拉

ダ ＝− IgG，　 IgA，　 IgM 抗体 を漫il定 し、　 i棗中に お い て は

IgG 抗体 よ り IgA 抗 体が 主 た る 抗体 で あ り，IgA 抗体

の blocking　antibody と し て の 所能 性 を指摘 し
一
（ い

る．

　我 ’々は 鼻 ア レ ノレギ ー
患者 お よ び 健常者 の 血清中抗ダ

ニ IgG，　 IgA．　 IgM 抗体価 を ELISA 法 に よ り測定 し
，

両群間 の 抗体価 を比較 した．さ ら に 鼻ア レ ル
・
ギ ー患者

に つ い て は 鼻汁中扶ダ ニ lgG．　lgAJgM 抗 体価 を測定

し，血清中抗体癌 と の 関係 を検討 した ．
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対象お よ び方法

1．血 清中抗 ダ ＝ ・抗体｛西の 灘定

（1）対象症例

波 田 野洋
一

他

　疂 ア レ ル ギ ー
群 は，奥 田 の 判定基準

9 ｝

で 中等症以 上

の 鼻症状を有 し，
．
減感作療法 朿 施行．DF 　RAST 　sα りre

2 以 ；ヒの 24名〔男ユ8名，女 6 名，平均22．G歳 ： 15−35歳）

と した ．対照群 は 鼻 ア レ ル ギ ー症状が な く鼻内所見 よ

り鼻 ア シ ノレ ギ ーが否定 され，HD 皮内 テ ス ト陰性 の 17

名 （男 7名，女 1O名，平均 2塩 5歳 ：10−68歳 ） と し た ，

被検血清は 分離の 後
一20℃ に 凍結保存 し，測定時に 溶

解 し て ト
．
記 ELISA 法 に よ り測定 し た ，

　（2） ELISA 法 （Fig．1）

　ダ ニ の 至適濃度，ペ ル オ キ シ ダ ーゼ 標識抗体．血清

の最適希釈度は 予備実験 に よ り決定 した 。操作は す べ

て duplicateで 行 っ た ．

　a ．96穴 polystyrene 　microtiter 　plate （N   c 社製．

Utype ） の we11 に 鳥居薬 品 よ り供 与を受 け た ダ ニ

（DF ） の 粗 抗原 を pH 　8．3醤 aHCO3 で 1 μg／mR こ調整

し て IOOμ 1注入 し．37℃ 2 時間静置 し た ．ア ス ピ レ ー

タ
ー

に て ダ ニ 抗 原液を吸引後，9．05％ Tween 　20・PBS

で 3 回洗浄 した （以下洗浄操作は 同 じ）．

　b，1％ BSA ・PBS を ユOOμ 】ず つ 各 well に 注 入 し，

37℃ 9 分間 静置後法 浄 し た ，

　c．1％ BSA −PBS で 1000倍に 希釈 し た 被検血 清を

各 we11 に 751tlず つ 注入 し，2 時間 incubate した 後洗

浄 し た．

　d．peroxidase 標 識 ヤ ギ坑 ヒ ｝・IgG−Fab，　 IgA ・Fab，

lgM ・F 。 b 抗体（Tago 社製，各 H 鎖 特異姓）を 1％ BSA −

PBS で 5GOO倍 に 希釈 し
，

75μiず つ 各 we11 に 注 入 し
，

4℃ ovemight 　inCubateした ．

　e．O．05％ Tween 　2 ・PBS で 8 回 洗浄 した 後．便 用

直前 に 1！10｛〕 O量 の 30％ H
富02を加 え た 0．04％ ortho −

phenylene 　dlamine （0 −PDA ）蔆を 75μ1ず つ 各 well に

注入 し，37℃30分間 静置 し た，

　f．6N ・H2SO ＋を 50μl　ts　we ｝1　｝二 注 入 し 反 応を停止 さ

せ
， 各 wel1 の 吸光度 （OD 税 ）を Bie・Rad 社製 micro ・

plate　photometer に て 測定 し た ．

　（3）測定吸光度   D 値） の 標 壁 化 ｛．Fig．2）

　予備実験 よ り各航体 に 対す る吸夫度 の 高い 壷清を標

準 血 清 とした，RAST 法 と同様に標準血 清の 希釈由線

を作 り qgG 抗体は 500−50000 倍希
「
釈，　 IgA，1gM 抗体

は 5D −5GOO倍希釈），按検血 清もpa− 　plateで 測定 し，得

ら れ た 吸 光 疫 と同
一
吸 光度 を示 す 標 準血 清 濃 曳を

り Coat｝ng
　 Cfude 旧 ite　antigen 　solutiQn （1Gμ 9 〜ml ｝

　 1　◎0〃 1マ　　3TC ，　　1　2dnin
　 　 　 （Aspiratio”　δnd 　 washlng 　3　times）

2｝BI  king
　 　 1％ BSA 斗QO 誘 ，3了℃，90mln
　 　 　 ｛Aspira‡ioa　and 　washlng 　3　times）

3）Primarゾ incubatl 
　 Diluted　 serum （1 ：1000 ｝

　 75A ，37℃，120min
　 　 　 ｛Aspira↑i  and 　 washlng 　3ti髄 s｝

4）S  o ∩darv 　incub8tion

　 HRP −labelled　gQat 　anti・human 　lgG，　A ，M
　 （1：5〔X〕O｝75 引 1，4℃，overnight
　 　 　 〔Aspiration　 and 　 washlng 　8　ti鵬 s ｝

5）Color　development
　 O．04％ OPD ＋ 0．003％ H 了α

　 　 75 』 1，37℃，30min
　 　 　 く50 μlof　6N 　H 言SO、　addod 》

6）Reading
　 　 OD 　at　492　nm 　by　m …croplatephotometei

　　 Fig．1．

　 ［onlite ．
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贐
■ 　闇ir自　@antige

oAntib ◎dy　to 　mj

V 怐@　　A昌ti 　書蛉，
A 鹽M 　labd拍d　wit

@H 幵PELISA 　of　IgG ，　IgA　and 　IgM　anti

dies 　　　　1，10000 　　　　　　1，1000 　　　　　　1
　 100 　　　　　0 ．1U 　　　　　　　　lU 　　　　　

　　10U 　Fig、2．　Standard　curve　ofDF　specific 　a【ユ t

bodiespositlv

@senlm ． u

t （U ）し た． 　2 ． 鼻 汁中

ダニ抗体
価
の 測 定

・：ユ1 ）対 象 症 例 　血 清 中航 ダ ニ 抗 体 価を測定し

鼻 アレル ギー群24 名 のう ち 鼻 汁 を 採 取し

20
名
につ いて調 べた 。

（「2 ＞鼻汁の採取 ， 処理 　 両側下鼻甲介 粘 膜 に鳥居

品 製HDdisc をお き ， 誘 発 さ れた鼻汁を吸引管により

取 し た． pH 　 7 ．4　PBS にて 2 倍に 希釈 後

20kHzにて 数 秒
間

超音波 処 理 し L ° 、，使 用ま で一2
℃に擦結保 存し た ． 分 離 し た 鼻 汁 中 albumin 濃度をヘキ スト社製

aser 　 nephe ｝ o

ter （LNM ）にて測定した

　 3 ．ELISA 法（ Fig ， 3 ） 　 血清 と 同

の ELISA 法 で 測 定 し た ．吸 光度はア ル N工工一
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88 鼻 ア レ ル ギ ー
患者の ダ ニ 特異抗捧

ブ ミ ソ 濃度茨存性に 上昇 した ．王gG，　 IgM 抗体は 1mg 〜

dl　album 畫n 濃度，　 IgA 抗体は 0．lmg ／dl　albulnin 濃度

で非特異反応は 十 分抑え ら れ た の で ，被検鼻汁を 1％

BSA ・PBS で 上記 ア ル ブ ミ ン 濃度に 調整 し ， 血 清 と同

様に 測定 した ，Fig．3 に 抗体陽性鼻汁の ア ル ブ ミ ン 濃

度に よ る希釈曲線を示 す．

　血 清，鼻汁中抗 ダ ニ 抗体価 の 有意差検定 は student

の t検定を用 い た ．

結　果

1．標準麺清の 非特異反応 の 割合，再現性

ダ ニ を coat した well の う ち 標準血 清を incubate

OD ，・t2
．O

1、e

曾

0．01　 0．02　　0．05　 0．1　 0．2　　 0．5　　1　　 2　　　 5mg ．dI
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 AIbコmin　 CQnce 冖tratbn

　 Fig．3．　Dilutlonal　 curve 　of　 DF 　speci 巨c 　anti．

bod量es　positive鯖asal　secretion ．

した際 の OD 値を A，1％ BSA ・PBS で incubateした

際の OD 擅 を B，ダ ニ を welJ に coat せ ず に 1％ BSA −

PBS で incubate し た background の OD 値を C （A ，

B，C は duplicateの 平均値で あ る）とし，次 の 式 よ り

非特異反応の 割合を求め た．

　　B − C！A − C × 100 （％）

　 また A の うち duplicateで 測定 し た 平 均値 の そ れ

ぞれ の 値を A ’
，A

”
とし，　 duplicateの 誤差 （再現惶）

を次 の 式よ り求め た，

　　 IA’− A 帽 1AXIOO （％）

　Fig．2 に 示す漂準血清 の 非特異 反応 の 割合 は ，　 IgG

抗体 G、4％，IgA 抗 体 1  ．9％，　 IgM 抗体 10、6％ で あ り，

再現性は IgG 抗体15．4％，　 IgA 抗体 7、5％，　 IgM 抗体

7．8％ で あ っ た 。IgA，1gM 抗体は 標準血清 IOOU倍希釈

の 値 で あ る が ，IgG 抗体 に 関 し て は 漂準血清 1000倍希

釈 で は OD 値が scale 　 out す る た め に 5000倍希釈 の 際

の 値 で あ る，

　2．ダ ニ 抗体陽性鼻汁 の 非特異反応の 割合， 再現性

　Fig．3 に 示 す ダ ニ 抗体陽 性鼻汁 の 非 特異反 応 の 割

合，再現性 を 萌述の 万 法 で 算出 した ．非特 異反応 の 割

合 は IgG 抗体 12，9％ ，
　 IgA 抗体 8．ユ％ ，

　 IgM 抗体 9．4％

で あ り，再現性 は IgG 抗 体15．O％，　 IgA 抗体 17．2％，

IgM 抗 体 3，7％ で あ っ た ．　 IgG，　 IgM 抗体 は 1mgldl

albumin 濃度 ，
　 IgA 抗体 は 0 ．1mg ／dl　 aibumin 濃度 に

お け る値で あ る．

　 3．鼻ア レ ル ギ ー群、対照群 の 血清中抗 ダ ニ 抗体価 の

比較　（Fig、4）

Iu

0．5

　 lgG

ρ 〈0．04
一

2U

1

A19

響

●昌●
o ・…
　ロ
宀

Nasal　 NormaI

allerg∀

Iou

5

　IgM

　 N、S
一

・20　 　・20

NasaL 　 NGrm 臼1

aliergy

　　　　Fig　 4　 DF 　speci 丘c　antibody 　titers　in　serum ．

Nesat 　 Normai

allergy
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波 田 野洋
一

他 89

　IgG 抗体緬 は 鼻 ア レ ル ギ
ー

群   ．157± 0，142U　 IM ±

SD），対照群 O．0824± O．02正8U と鼻 ア レ ル ギ
ー
群 が有

意 に 高値 を示 した ，「p＜ 0．04）．igA抗体価 は 鼻 ア v ル

ギ ー群  ，575± 0、435U ，対照群 O，206± O，116U と鼻 ア

レ ル ギ ー群が有意に高値を示 した （pくO． e2）．　IgM 抗

体 価 は 鼻 ア レ ル ギ
ー

群 2．95± 3．96U，対 照 群 2．69士

4．43U と両群聞 に 有意差 は 認 め られ なか っ た．

　4．血 清各抗体問の 相互関係 （Fig．5）

　鼻 ア レ ル ギ ー群，対照群 の 血清中抗 ダ ニ ］gG ，　 IgA，

IgM 抗体 に つ い て の 相互 関係を 調 べ た が，鼻 ア レ ル

ギ
ー

群 の lgG， 工gA 抗体 間に の み 相 関 が 認 め られ た

（r ；0．699，p く O．Gl） が，そ の 他 の 組 み 合 わ せ に は 相

関は 認め られ なか っ た．

　5，鼻 ア レ ル ギ ー
群 の 鼻汁中抗ダ ニ 抗体価 （Fig．6）

　LNM に よ る 鼻 汁 中 albumin 濃 度 は，187、46  ±

143．784mg／dl （M ± SD） で あ っ た，

　鼻 ア レ ル ギ ー群 の 鼻汁中抗 ダ ニ 抗体価 は ， IgG 抗体

0．  190± O， 234U （M ± SD ），　 IgA 抗体 1．65±1．57U，

IgM 抗体 0，875± 1．16U で あ っ た ．鼻汁中各抗体間 の

相互関係 に つ い て 血清 と同様な検討を行 っ た が ， 有意

な相関は み られ なか っ た 、

　6．鼻 ア レ ル ギ ー群 の 血 清お よ び鼻汁中抗 ダ ニ 抗体

価の 根関 （Fig，7）

　IgG，
　IgM 抗体 は ， 血清お よ び鼻汁中抗体価 との 間に

有意な相 関 が認 め られ た （：IgG 抗体 ：r ＝0．642，
　 p 〈

0．Ol，　IgM 抗体 ：r ＝ O，851，　 p〈 0．OD ．　IgA抗 体 は 血 清

お よ び鼻 汁中抗体価 との 間 に 相関は認め られ なか っ た ．

IgG　antibody

lU

r ＝O、699
ρ 〈O．01

●

●

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2U

　　　　　　　　　　　　　　tgA 　 antibody

　Fig，5．　 Correlation　between　IgG　 and 　 IgA　 anti ・

bOdy　t圭ters　in　  r   ．

0，IU

o．05

lgG

　■　．
唱　・
●”，

　 x5

10U

5

lgA

o　●

1・

10u

5

IgM

LL
　Fig．6，　 DF 　specific 　antibody 　titers　in　nasal 　secre ．

tien，

Sera1
．OU

1gG

r；0．642
ρくO ．Ol

，

Sera20U
lgM

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 oju 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 lou
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Nasei　secret 彈on 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Na記 ｝secr2tion

F三g．7．　Corlelation　of　antibody 　titers　betweer恵serum 　and 　nasal 　secretion ．
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go 童 7 レ ル ギ
ー
患者の ダニ犠異抗体

考　察

　今回我 々 は，DF 特 異血 清 お よ ひ 肇 汁 rl．qgG ，　 IgA，

王gM 抗体牴 を ELISA 法 を 駕 い て 測走 し た ．石 坂 ら
Ul

が二 重抒体法 に よ る 剣定伝 を報告 し て 以来，
一

去 二 よ

る 数 々 の 報 告 が 、 る．血 清 中 lgG 抗 体 測 定 は IgG ・

RAST 法 に よ る報 告田
もあ るが，非特異反痘 が 強 い た

め に
一般的 で は な く，そ の 他 protein　 A を sephalose

に 結 合 さぜ て 聴G 扛 体を 測定す る 力法
圏
，葦

阿 撰 識

protein　 A を用い た solid 　 phase 　 radioimmunoas8ay

〔SPRIA ）
m

な ど があ る．

　ELISA 法 は Engval1 らの SU　a 　
151F

に 端 を発す る と さ

れ て い る が ，近 年 で は 亅＄
16 ，

の 指ra’L る よ うに 局法 ＿

よ る 報告が 年 ・々増
h し て お り，ELiSA 注 の 右 羃 性を示

唆す る もの で ある と考え ら れ る．

　 畠 ア レ ル ギ
ー

患者 の 脊異抗体 1定÷S　Plattg，．Mms ら

の antigen ・binding　radioimmunoassay 法 ご 用 い
」

二迫

草熱患者 の 血清中 お よ び 鼻 汁 中 lgG，　IgA．　IgE 枦 車の

測 tii17jLS｝，　 Turk らの ヒ ス タ ミ ン 遊離抑午 を；同丁 し た

鼻
1一

中抗捧 の 検≡避   研藤 の
乙251

漂識 protein　A を 用 い

た ス ギ花齢症簷吝の 血 清中 お よ び 鼻 汁中 lgG 流 広 の

測定
2の などが あ る，ELISA 崖 に よ る罫圭

L
は 　遙

5診の 晦

清中抗 ダ ニ lgG 抗体，1gG4航捧 の 勲定 が あ る が，同法

に よ る鼻 ア レ ・レ ギ ー
患者 の 答異 掘 嬾 ・1定 に つ い て 報告

は まだ少な く．特 に 鼻 　中銃体 測定 は こ・？1・ま で に な い

試 み と考 え られ る，

　さ て 今酉 我 々 が ELISA 法を行 うに あ た っ て 留意 し

た 点 は ，1，　 定 OD 値 の 標E 化 　ELISA 云 ば ？
定感

度が高 い た め に 31竃冬 伴 に よ P か な ｝〕 OD 値 の 変動が

あり，一
般的 に は 同

一
plateで 潰蕁定 し た 櫨は 〜較 で ぎ

る が ，他 plate との 比較 は 困 難 て あ る．我 々 は RAST

法 の ご と く塵 華 古 清 と の 上：ず こ よ ・） て OD 値 の 辱 進
ρ
匕

を試み た ，2．鼻汁中抗体価の 測定 ： 鼻；；，震 に 含 ま 九

る ム チ γ は 非特異反応を増強 二 せ ，操門 り ヒで も支瞳 を

きた す．また鼻
一』

は heterogeneOusで’あ る こ と よ り何

らか の 処理が立姜 で あ る ．従来荻 を hemogenize す る

た め に ，cheinical ，　 mechanical ，　 enzymic 、　 biochemi．

cal な方法 が 行わ れ て きた が ，　Frangoiseら 1例 ま超音 淡

処理 の 有用性を報 告し て お う，我 ’≒ もこ の 方法 に した

が っ た ．漂法 で ｛詑 OkHz ．2．5．間行 うが，疼中酵 素

の 活性 低
F；お よ び 白血 瑳 ， 菌 体 の 破壊は 認 め

宀一
れず ，

痰 の N
’isSCosityは 約80％滅少す る と 言 わ れ て

’
る．

我 々 は 被梗液 の 温度上 昇 に よ る蛋白変性を 昨 L す る k

め トこ卦く冷 下 数租 桂爿homegenize　L．た プ　　鼻 ’
．
の 寮白稠

ま
二

は 低下 1 均 ．・
な水 往 へ と 変 1

’
ヒした。こ の 数 秒 の

homogenizati〔，n で 免疫 グ Pt ブ リ ソ な ど の 測定 に は 良

い と考 え られ る，鼻汁中抗体癒を灘定すろ に あた っ て

留意 し た 次 の 黒 は ，予 め 蛋 白 （atbum ｛n ）濃琶を調整 し

て お く こ と で あ る，Fig．3 に 示 され る よ うに 灘定 OD

値 は albu 而 n 釀嚢依’鳶：｛生 で あ る が 一』
次関 数的相関 で

は な い の で，測定 OD 値を 田 bumin 濃蜜で 除 し表示す

る よ 「；，も ， 予め albumin 濃度を謬整 し て か ら測定す る

ほ うが望ま L い と考えられた．

　血 ：青中 lgG，　IgA 抗体 は，鼻 ア レ ル ギ ー
群 ぱ 対照群に

比 し有盲 こ 高値 を示 し た．IgG 抗体は Fig．2 の 標準鍍

清に 示 さttU 　iよ うに 血 鳶中 の 主抗体と考え られ る，鼻

ア レ ・レ t − 、憲篝の lgG 抗体島値 は 尾 尾 つ 報告
5｝

に もあ

り，IgG ，　 IgA 抗体高値 は PlattS・Pv｛illsimsl，　 s
［ 谷 らの

報告
S ；

に もあ る．並1清中 lgM 抗体は 鼻 ア レ
．
ル ギ ー一

群，

：吋禁i群 間 に 有 「重羔 職 卩，」め られ なか っ た ，IgM 抗体 に つ

い て の 钁 告は 極 うて 少な い が，大谷 ら
sは 気 善支曠 息

患．者1，． 5い て も対照 群 と 有琶差が な か っ た こ と を報告
｝　　イ 　1　 　 v

し　
引、、

xO ．

　烹清中各 抗
駄

間 の 相 互 関係 に つ い て 検討 した が，鼻

ア レ IL ギ
ー一

鉾 の IgG，　 lgA 抗体問 に 有意な相関 が 認 め

られ た ．爭藤ら 7／’、末谷 ら
！〕も減感作療法夫 施 t、の 気管

支備 窘患老 に ！
．．一一

の 傾向 が 認 め らボ る こ とを報告 し て

い る が ，淳喜作 ｛寮法 を 行 う と椙 謁 か 認 め られ な くな る

と】・・tt

．　末 1 ロ 療 蜘1て 十ま 亙gG ，　IgA 丿 体 ：よ paraUe1に 変

動
一
ナる と思わ れ る ．

　鼻 ア レ ル ギ
ー
群 の 鼻　

｛丁 中ダ ニ 抗 体価 は IgG，　 IgM 抗

体は ユmg ！dl　a ｝bumin 濃度．王gA 汽 体 は   ．1mg 〆dl　albu ・

mill 濃度で 灘定 し て S’り，血 清 aibUmin 漫 寰 は 約 4g！

dl　albumin 濃 度 で あ る か ら，IgG，　lgM 抗隹 は 血 tA4DOO

倍希釈 ，IgA　i 体 は 並 清4∩OOO倍希秘 こ 瑁当する．血 清

抗佑 戸 よ血 済 1000仙希釈 で 測 定 し て お り鼻汁中班 体価

と 単純 な比 申えば で きな い が，鼻 汁中 王gA 抗体価 は

albtUnil1 濃度 こ して 血 清 よ り約 4  倍低 い に もか か わ ら

ず 司 値 を示 し た．また Fig，3 に 示 さ．？／　／
J よ うに 止 清中

に 溶 い て は lgG 抗体 が 三 抗体 と 考え られ る が，昌 十中

に お い て は IgA 扛体が 主 た る抗 体 で あ る と考 え ら れ

る．鼻 汁 中 で は 王gA 抗 体 が 主 抗 体 で あ る こ と は

Platts−Millsi7｝ ，Niels　My9 三nd
ヱ 上，痰中 に お い て も

IgA　；．体が 主 抗体 で あ る こ とは ：t〈谷 ら
ε ｝

の 報告 に も k

ワ れ ⇔ ．

　鼻汁 中 に お け る各抗休 の 多寡 に つ い て Platts・Mills

ら
L7
臆 ，枯草勲患者 の 鼻 †中 に お い て IgG， ｛gA ，

　 IgE

貫鉢 が 鱆堂 者 に 比 し 高値 を示 し， こ ね ら枯草熱患者 ば
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健 常者 に 比較 し て こ れ ら の 各 抗 体を 産 生 し や す い

high　responder で あ る こ と を指摘 し て い る．ま た こ の

high　responder ｝ii貴伝1生を持1
つ こ と を推漢llし て い る，

さ らに 木谷 ら
81’
も気管 支鳴息患者 に お い て IgA 抗体が

健常者に 比較 し て 高値 を示 した こ とを報告 して い る．

鼻 ア レ ル ギ ー
患者 の 鼻汁中 lgG，　lgA 抗体 高値 は ，今｛聾

対照群と の 比較がな い の で 今後 の 研究課題 で あ る が
，

血清抗体洒の 検討か ら も十分推測 で ぎる．鼻汁中 IgM

抗 体 は 数舗高値を示す もの が認め られ た ．Platts−Mi ｝ls

ら二曾，
は 鼻 〜1

’
中 IgM 技｛奉を antigen ・binding　radjoirn −

munoassay 法で 測定 し て い るが 検 出 で きな か っ た と

い う報 告 が あ り，通 常 癢 中 の 19M 抗 体 は radlal

immunodiffusion法 で検出 さ れ る こ と は な く，健常人

気道 分泌液 中 に ｝ま存在 し ない と い われ て い る
2M
．し か

し今回 我 ゐ が測定 し た よ うに ELISA 法 レ ベ ル の 感度

で lgM 統体を 検出で きる と考え て い る．

　IgG，　lgM 抗体 は 血清，鼻汁中抗躰 応問 に 有意な相関

が認 め ら れ た が，IgA 抗体 は 椙関 が 認 め ら れな か っ た ，

lgG，　IgM 抗体は ，鼻粘膜誘発試験 に よ り亢進 し た 皿 管

誘過｛生に よ り血 清よ り移行し た た め に 梠関関係が成立

し た と考 え られ るぶ，IgA 抗体 は 誘発 試験 の 錆果．鼻

汁中 に lgA 抗体が移石 し て もす で に 鼻 汁 中 に secre −

tory ！gA が豊富に存在す る た め に 影響を 受け な い と

考 え て い る．Nlels　Mygind21｝は ，鼻 汁 中 1gA 抗体 の

80−95％は 局所鼻粘膜で 産 生 さ れ た もの で あ り，IgG 抗

棒 は 5 −10％ が 鼻粘膜 で 産 生 さ れ る と 報告 し て い る．

IgG 抗体 に つ い て は ，約 50％が 局所 で 産生 され て い る

とい う Butler　l） 　
！3 ）

の 報告 もあ る．さ らに
，
　Platts−Mills

射
8’

は ジ 7 テ リ ア 毒素 を注射投与す る と 血 清中 1gG

抗体価は 上 昇 す る が ．鼻汁中 に ば 血 清中 ほ ど多量 に 存

在 し な い な ど の 知見を もと に ，鼻Wt中 の lgGJgE ξ亢体

は IgA 抗体同様 に 鼻鮎 膜 プ ラ ズ マ 細 胞 で産生 さ れ た

もの で あ る と した 。以上種 ・e の 知 見を鯰合 して 考 え る

と．抗原侵 入 に 際 し ま ず 鼻粘膜局所 に お け る IgG，

IgA，
　IgE抜体 の 産生 があ り，

こ の 際 high　responder と

い わ れ る 群 は 遺伝的 に 多量 の 抗 体産生 が あ る，お の お

の の 抗体は 血清中に 移行 し，10w　 responder 群 （催 常

者） に 比 し 血 清 お よ び 鼻汁中 ともに 高値 を示す と推 測

す る こ とが で きる．こ の response の 良 し悪 しは ，ス ギ

花 粉症患 考 に お い て 抗原特異 的 サ ブ レ ッ サ
ーT 網 鞄

が 存在す る
24ぽ うに ，サ プ レ ソ サ

ーT 網胞 に よ る 調節

機携に起西する もの か も しれ な い ．

　洛抗体 の 役豁 に つ い て は 不 明な点 が 多 1t・が，減感作…

療法と の 闥わ りか ら専 ら 血清中 IgG抗体，特lt　・1　gGT　4

抗 体 が 注 目され て い る．当初 は lgGS−TS として 注 目

され て い たが
6），最近 は block癌g　antibody として の 役

割 が 重 視 され て い る
3］4t． し か し Gwynn ら

251 は 気管 支

鶚 息 に お い て lgG　4抗 体 は 1ate　asthmatic 　 response

ぐLAR ）に 哭 与し，喘息重症化 に 関係す る と した よ うに

明 薙な結論 は 得 られ て い な い ．Platts−Millsら
蚓 が 示

すよ うに ，血清中各抗体 が鼻粘膜 で 産生さ れ た 抗体を

反映する もの で あれ ば，轟廾中各銃体を検討する こ と

は 意義深 い ．持 に secretory 玉gA 抗 体は 細菌，ウ イ ル

ス 感染な ど に お い て 防衝的 に 働 き，異種蛋 白の 粘膜か

らの 吸収を阻止 し，航原 に よ る生体感作の 成立 を抑瀏

する と い わ れ て い る．ま た ア ト ピ
ー
素因の ある乳児 の

うち total　 IgA低値 で あ っ た 群 は 湿疹 の 発症が 多い と

い う報告
2ε）

もあ り，ア ト ピ 卍 生疾患発症 に IgA 抗体が

翼与し て い る 可 能性が指摘 され て い る．さ らに Turk

ら 助 は ヒ ス タ ミ ン
’
遊離抑 制を 利 用 し て 鼻i’i

’
中 block−

ing　 antibQdy を検 討 し て い るが，こ の blo⊂king　anti −

body は 至gA 抗体 が 主 で あ る こ と を 報 告 し，　 Platts−

Millg．ら
1η も鼻汁rp　lgG．　IgA抗体が 豊富な分画 が ヒ ス

タ ミ ン 遊離抑制 を起 こ し
， 減感 作療法 に よ ウこ れ らの

抗体が上 昇す る こ と を報告 し て い る。ま た Deuschel

ら
L’7）も 減感作療 法 に 伴 う血 清お よ び 鼻汁中 の lgG，

正gA 抗体 の 上昇 を報 告 して い る．しか し前述 の Turk

ら
ig1

は 鼻汁 中 IgA 抗体 の 上 昇 4＃・g か っ た と し て い る．

我 々 も滅感作療法 に 伴 う鼻 ∫1一中 IgG．　 IgA 抗体 の 変 動

に 注 目 し て お り，今後 の 碍究課題 と考 え て い る ．

結　語

　ELISA 法 に よ り鼻ア レ ル ギ
ー
患者 ， 健 常者 の ダ ニ 特

異 lgG、　 IgA，　 IgM 抗体 を測定 し，以下 の 結果 を 得 た ．

　1．鼻 ア し・ル ギ ー
群 の 血 清中 IgG，　lgA 抗体価は 対照

群 に 比 し有意に 上昇 し て い た ．王gM 抗体価 は 両群 間 に

有意差 は 認 め られな か っ た．

　2．鼻 ア レ ル ギ ー群の 血清中 IgG，　IgA 抗体晒間 に 有

意な瑁関 が 認 め られ た 、

　3．鼻 ア レ ル ギ ー
患者 の 抗 ダ ニ 抗体 は 血 清 中 で は

IgG 抗体，鼻汁中で は lgA 抗体が主体 と考え られ た ．

　4．鼻 ア レ ル ギ
ー
患者 の IgG．　 lgM 抗体価 は 血 清 お

よ び 鼻汁間 に 有意な 相 関が認め ら れ た。IgA 抗体 に は

相関 が 認 め ら れ な か っ た．
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92 鼻 ア レ ル ギ
ー
患者の ダニ特異抗体

　稿を終 え る に あた り，ELISA 法 に 翼 し御教 示 い た だ い た

東京大学内科物理療法学教室木谷誠
一一A

先生，実験 に 協力 し

て い た だ い た 秋 田大学 微生物学 教室　伊藤 玲 悦技官に 深 謝

い た し ます．

　なお 本論文の 要旨は 第 6 回東北耳鼻咽 喉稗 ア レ ル ギ ー研

究会，第 5 回 日本耳 鼻咽 喉科免疫 ア レ ル ギ ー研 究会 に お い

て 発表 し た ，
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igG,IgA AND  IgM ANTIBODIIIS  TO  MITE  (DERfl･fATOPHAGOIDES EilRINAE)  IN

  AND  NASAL  SECRETIONS  FROM  PATIENTS  WITH  ALLERGIC RHINITISSERA

         Yoichi Hatano, Akiyeshi Kenno and  Kiyoshi TQgawa

    Dopartment of Otolaryngotagy, Altila Univeiz dy, Schoot of Medicine

                        Kazuki Miura

Secend  Dopartment ofInternar Mladicine. Afuila University, Scheol of A4edicine

   Enzyme-Iinked immunosorbent  assay  (ELISA) was  used  to measure  specific  IgG, IgA and  IgM antibody  titers to

mite  (DermatoPkagoides fon'na e) in sera  from patients w{th  al!ergic  rhiniti  s and  normaHndivlduals.  These antlbDdy

tlters were  also  rneasured  by ELISA  in nasal  secretions  from patients with  allergic  rhinitis.

   IgG and  lgA antibedy  titers to mite  in sera  were  significantly  higher {n patlents with  al}ergic  rhinitis  than  in

normal  controls.  A  signifieant  cerrelatien  was  observed  between IgG and  IgA  antitMxly  titers to mite  in sera  from

allergic  pat.ients. When  the immunoglobuiins were  quantified, IgG antibody  was  feund to be dominant in sera  and

IgA antibody  in nasal  secretions.

   A  signitticant correlation  was  observed  between the  IgG  antibody  titers in sera  and  in nasal  secretions.  The

same  tendency  was  obtained  for IgM  antibody,  This could  be due to plasma  transudation caused  by nasal  allergen

ehallenge.  On the other  hand, no  signiflcant  correlation  concerning  lgA antibody  titers "Fasobserved  between sera

and  nasal  secretions.  This result  ceuld  reflect  abundant  IgA antibody  in nasal  secretions which  had  been  produced

locally prior to nasal  allergen  chailenge.

   Thus,  it is deemed that IgA antibody,  as  the  main  antibody  in nasal  secretion,  might  play an  impQrtant role

when  allergens  enter  rhe  nasal  mucosa.

NII-Electronic  


